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入組１年目 川西支店経済担当

置賜管内で活躍す置賜管内で活躍す
る若手の組合員やる若手の組合員や
職員を紹介する職員を紹介する
コーナーです。コーナーです。

井 上 拓 海 （いのうえ たくみ）

　野菜の集出荷作業や川西地区きゅうり部会とねぎ
部会を担当しており、常に笑顔を絶やさず明るく元
気に業務に励んでいます。
　休日は友達とドライブしたり、キャンプに行くな
どアウトドアに過ごしています。
　組合員の皆様に信頼される職員を目指して頑張り
ます！

特集　第30回通常総代会

山形おきたま  食と農のネットワーク



特 集当
Ｊ
Ａ
の
第
30
回
通
常
総
代
会
が
６
月
14
日
、

川
西
町
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

孫
田
和
彦
副
組
合
長
が
総
代
総
数
４
８
５
人
の

う
ち
出
席
者
が
４
０
５
人
（
本
人
出
席
２
３
２
人
、

委
任
出
席
５
人
、
書
面
出
席
１
６
８
人
）
と
定
足

数
に
達
し
、
総
代
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。
議
長
に
は
白
鷹
地
区
総
代
協
議
会
会
長 

金
田
悟
氏
、
川
西
地
区
総
代
協
議
会
副
会
長
情
野

長
次
氏
が
選
任
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
上

程
さ
れ
た
６
議
案
と
附
帯
決
議
案
は
慎
重
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第第
3030
回
通
常
総
代
会

回
通
常
総
代
会

■令和６年度事業計画書　基本目標
１．「中期経営計画2023」の２年目の実践と生産者所得の向上
　　持続可能な地域農業の確立と生産者所得の増大を目指し、継続して生産基盤の強化

に取り組むとともに、おきたま農畜産物のブランド確立と有利販売に努めます。
２．総合事業の堅持に向けた経営基盤の確立・強化
　　地域の農業を取り巻く環境の変化に対応した効率的な事業運営により、経営の健全

性の確保に努め、持続可能な経営基盤の確立・強化を図ります。
３．組合員・地域との共生
　　組合員の皆様との対話や地域拠点活動および社会的価値向上に向けた情報発信の強

化により、食と農を基軸とした農業協同組合の確立を目指します。

挨拶する若林英毅組合長

2JA山形おきたま



質問　このたびの農林中央金庫の新聞報道にお
いて、ＪＡグループに対して１兆円の増
資を検討しているとあった。出資の要請
があっても反対である。見解を伺いたい。

回答　農林中央金庫は、現在米国債の評価損を
有しており令和６年度末で大きな含み損
の処理を行う予定であり、現に当ＪＡに
も農林中金自体の資本増強の要請が来て
いる状況です。まずはしっかりとした説
明を求め農林中央金庫の経営責任を追求
したうえで、今後の当ＪＡとしての対応
を考えて参ります。

第１号議案　�令和５年度事業報告および剰余金処分案の承認について
［報告事項：貸借対照表　損益計算書　注記表］

第２号議案　定款および定款附属書総代選挙規程の一部変更について
第３号議案　令和６年度事業計画の設定について
第４号議案　令和６年度における理事および監事の報酬について
第５号議案　役員の選任について
第６号議案　役員退職慰労金の支給について
附帯決議案　�本日の決議事項中、権利義務に関しない軽微な事項の修

正および法令・その他に基づいてする行政庁の指示によ
る場合の必要な字句の修正を理事会に一任する。

■提出議案

【主な質問と回答】

■表彰状贈呈者 ＜順不同・敬称略＞

　優良組合員表彰として、米沢地区・吉田清志様他16名、優良組織表
彰として米沢地区・米沢愛菜館出荷組合様他５組織を表彰しました。
優良組合員　【米沢】吉田　清志、野村　茂広、佐藤　岳実

【高畠】小林　茂則、小平　清秋
【南陽】長嶋　裕一、戸田　隆義、嵐田　　聡
【川西】寒河江与一、清野安太郎、荒井　　浩
【長井】髙橋　　亨、山口　　正、菅野　文雄
【白鷹】川井　敬一　　【飯豊】笹生　俊英　　【小国】本間　正實

優 良 組 織　【米沢】米沢愛菜館出荷組合　　【高畠】ぶどう振興部会和田支部
【南陽】ＪＡ山形おきたま南陽地区青年部　　【川西】菊田農事組合法人
【長井】長井市さくらんぼ振興会　　【飯豊】ＪＡ山形おきたま飯豊地区青年部

賞状を授与された笹生俊英氏

議長を務めた金田悟氏（左）と
情野長次氏（右）

3 特集



員外監事

（天童）
新関 義宏

監　　事

（川西）
藤巻  陽一

監　　事

（学識経験・寒河江）
渡辺  良則

代表監事

（長井）
青木  邦彦

常勤監事

（学識経験・寒河江）
遠藤  俊一

（女性理事・山形）
齋藤  知美

（女性理事・高畠）
山田  文子

（小国）
大谷  健人

（飯豊）
遠藤  嘉春

（飯豊）
手塚  房夫

（白鷹）
紺野  喜一

（白鷹）
新野  俊之

（白鷹）
丸川  正博

（長井）
平  　博之

（長井）
佐藤  　剛

（長井）
小関  謙太郎

（長井）
横山  小市

（川西）
大河原  保

（川西）
後藤  昌弘

（川西） （南陽） （南陽） （高畠）
小関  和美 村越  竜仁 長澤  　明 高橋  　稔

（高畠）

安部  春一
副組合長

本間  仁一（南陽）
（高畠）

（米沢） （米沢） （米沢）（米沢）
菅野  仁一 佐藤  政和 古畑  功一 菅野  英一郎 大竹  　茂

新
役
員
紹
介

理 事

監 

事

理
　
事
退
任
さ
れ
た
方
々

＜

順
不
同＞

監
　
事

代表理事組合長

代表理事専務常務理事常務理事常務理事

（学識経験・飯豊）（学識経験・川西）（学識経験・高畠）（学識経験・米沢）

若林  英毅（川西）

佐原  弘之菅野  和弘安達  一良髙橋  孝二

副
組
合
長 

　

孫
田　

和
彦
（
長
井
）

代
表
理
事
専
務　

鈴
木　

正
弘
（
学
識
経
験
・
南
陽
）

常
務
理
事 

　

保
科　

俊
郎
（
学
識
経
験
・
川
西
）

常
務
理
事 

　

結
城　

正
行
（
学
識
経
験
・
南
陽
）

理　
　

事 

　

渡
部　

京
一
（
高
畠
）

理　
　

事 

　

渡
部　

政
明
（
長
井
）

理　
　

事 

　

髙
橋　

和
衛
（
小
国
）

理　
　

事 

　

山
口
ひ
と
み
（
女
性
理
事
・
小
国
）

常
勤
監
事 

　

後
藤　

新
一
（
学
識
経
験
・
米
沢
）

監　
　

事 

　

布
施　

直
樹
（
学
識
経
験
・
長
井
）

4JA山形おきたま
８月の運勢

牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】運勢に勢いがあります。レジャーも楽しめるのでリッチ
な計画を立てて出かけましょう。華やかな装いにツキ
【健康運】肩凝りを解消するストレッチを。温めるのも◎
【幸運の食べ物】カボス



　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
農
政
対
策
本
部

は
６
月
28
日
に
本
部
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
や
令
和

６
年
度
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
経
過
報
告
（
抜
粋
）

　

食
料
は
も
と
よ
り
、
肥
料
・
飼
料
・

燃
料
等
の
農
業
生
産
資
材
の
多
く
を
海

外
に
依
存
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、「
国

消
国
産
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
持
続
可
能

な
農
業
経
営
を
確
立
し
、
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
国
や
県
に
支
援
を
求
め
る
な
ど
要

請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
張
り
５
年
問

題
を
含
む
「
水
田

活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
水
田
活
用
政

策
の
改
悪
に
一
貫

し
て
反
対
運
動
を

継
続
し
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
１

対
と
な
り
国
・
県

に
対
し
生
産
現
場

に
お
け
る
意
見
や

課
題
・
要
望
を
積

み
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の

異
常
気
象
に
よ
り
頻
発
し
て
い
る
園
芸

作
物
へ
の
凍
霜
害
に
お
い
て
は
、
防
霜

対
策
を
推
進
し
リ
タ
ー
ン
タ
ッ
ク
オ
イ

ル
ヒ
ー
タ
ー
、
霜
よ
け
用
オ
イ
ル
ヒ
ー

タ
ー
の
購
入
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
し

た
。令

和
６
年
度
事
業
計
画
（
抜
粋
）

　

国
民
が
必
要
と
し
消
費
す
る
食
料
を

そ
の
国
で
生
産
す
る
「
国
消
国
産
」
の

意
義
は
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
取
り

巻
く
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

「
農
家
組
合
員
の
意
思
結
集
と
理
解
の

醸
成
」
と
「
持
続
可
能
な
地
域
・
組
織
・

事
業
基
盤
の
確
立
」
に
向
け
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
意
思
結
集
に
向
け
、
農
家

組
合
員
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
く
基
本
政

策
の
実
現
に
向
け
た
農
政
運
動
や
、
国

内
外
の
新
た
な
情
勢
等
を
踏
ま
え
た
対

応
、
課
題
別
・
地
域
農
政
運
動
を
展
開

し
ま
す
。
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基

盤
の
確
立
に
向
け
、
重
点
対
象
作
物
を

拡
大
し
た
う
え
で
の
地
域
農
業
を
支
え

る
労
働
力
確
保
等
の
農
業
経
営
基
盤
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和５年度��収支決算書
【収入の部】� （単位：円）�

項　目 本年度予算額（A） 本年度決算額（B） 増減（B−A） 摘　　要
拠 出 金 22,689,000 22,683,200 ▲ 5,800

助 成 金 1,000,000 1,240,000 240,000 ＪＡ1,000千円
共済連240千円（食育助成）

雑 収 入 375 49 ▲ 326 貯金利息
繰 越 金 3,465,625 3,465,625 0 前年度より

合　　計 27,155,000 27,388,874 233,874
【支出の部】�

項　目 本年度予算額（A） 本年度決算額（B） 増減（B−A） 摘　　要
会 議 費 300,000 265,404 ▲ 34,596 本部委員会、常任委員会

価格・農政対策費 5,300,000 2,079,243 ▲ 3,220,757
要請集会、農作物盗難防止対策費、
食育活動資材費、消費宣伝助成、
食のモデル地域実行協議会助成　等

負 担 金 3,452,400 3,452,400 0 山形県農政対策本部へ
地 区 活 動 費 18,056,000 18,056,000 0 各地区農政対策本部へ
事 務 費 20,000 6,748 ▲ 13,252 切手等の通信費
予 備 費 26,600 0 ▲ 26,600

合　　計 27,155,000 23,859,795 ▲ 3,295,205
〈収入金額〉27,388,874円　－�〈支出金額〉23,859,795円　=�〈差引金額〉3,529,079円（次年度へ繰越）

農政対策本部報告

5 新役員紹介／農政対策本部報告
【全体運】すれ違いが起きやすい月です。説明は丁寧に。手順通りに
進めれば下旬には成果が見え始めます。旅行は近場が吉

【健康運】食べ過ぎに注意。よくかんで食べるよう心がけて
【幸運の食べ物】サヤインゲン

８月の運勢

牡牛座
4/20〜5/20



生産者と消費者を繋ぐ
パルシステム東京「草取りツアー」

　

Ｊ
Ａ
パ
ル
シ
ス
テ
ム
米
生
産
部
会
と
生
活
協

同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
は
６
月
15
日
と
16

日
の
２
日
間
、
長
井
市
で
「
草
取
り
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
、
東
京
か
ら
ツ
ア
ー
参
加
者
29
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
田
ん
ぼ
の
草
取
り
や
さ
く
ら
ん
ぼ

の
収
穫
を
体
験
し
、
昼
食
交
流
会
で
は
つ
や
姫

の
お
に
ぎ
り
や
山
菜
汁
が
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、

地
元
生
産
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
米
生
産
部
会
と
生
活
協
同
組

合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
は
こ
れ
ま
で
46
年
以
上

の
交
流
が
あ
り
、
生
産
者
と
消
費
者
を
繋
ぐ
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
達
が
食
べ
て
い
る
お

米
を
作
っ
て
い
る
生
産
者
の
方
々
と
直
接
お
話

が
で
き
る
こ
と
が
こ
の
ツ
ア
ー
の
魅
力
。
交
流

を
通
し
て
よ
り
お
き
た
ま
の
米
が
好
き
に
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

南
陽
市
や
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
、
県
普
及
課
な
ど
の
関
係
機
関
で

組
織
さ
れ
る
南
陽
市
農
業
祭
実
施
協
議
会
は
６
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
山
形

お
き
た
ま
南
陽
愛
菜
館
前
広
場
に
て
「
南
陽
市
農
業
祭
さ
く
ら
ん
ぼ

ま
つ
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
販
売
ブ
ー
ス
の
出
展
や
抽
選
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
旬
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
目
当
て
に
オ
ー
プ
ン
前
か
ら

２
０
０
人
を
超
え
る
消
費
者
が
長
蛇
の
列
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　

会
場
中
央
部
で
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
品
評
会
が

開
か
れ
、
パ
ッ
ク
詰
め
の
部
最
優
秀
賞
に
南

陽
市
梨
郷
地
区
の
佐
藤
大
祐
さ
ん
、
バ
ラ
詰

め
の
部
最
優
秀
賞
に
は
南
陽
市
梨
郷
地
区
の

辻
直
人
さ
ん
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

南陽市農業祭さくらんぼまつり
イベント大盛況

　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
振
興
部
会
は
６
月
12
日

と
13
日
、
置
賜
管
内
４
箇
所
の

圃
場
で
今
年
１
回
目
の
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
広
域
現
地
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
立
茎
時
期
に

最
も
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

茎
枯
病
へ
の
対
策
と
防
除
薬
剤

の
散
布
方
法
に
つ
い
て
重
点
的

に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
置
賜

農
業
技
術
普
及
課
の
太
田
専
門

指
導
員
は
「
例
年
に
比
べ
病
害

虫
の
発
生
が
早
ま
っ
て
い
る
た

め
、
早
め
の
防
除
対
策
を
行
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
薬
剤
散
布
に

つ
い
て
も
地
上
に
見
え
る
全
て

の
茎
に
し
っ
か
り
と
付
着
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
部

会
員
ら
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

第１回アスパラガス広域現地講習会
６月の病害虫対策が最も重要

　

Ｊ
Ａ
南
陽
さ
く

ら
ん
ぼ
部
会
は
６

月
７
日
、
南
陽
市

の
広
域
集
出
荷
施

設
で
出
荷
目
揃
え

会
を
開
き
、
部
会

員
や
Ｊ
Ａ
職
員
な

ど
約
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

目
揃
え
会
で
は
、
出
荷
さ
れ
て
い
る
現
物

を
並
べ
て
、
等
階
級
毎
の
出
荷
基
準
や
詰
め

方
に
つ
い
て
確
認
し
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
は
販

売
方
針
や
集
出
荷
体
制
な
ど
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

南
陽
さ
く
ら
ん
ぼ
部
会
の
佐
藤
義
治
部
会

長
は
「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
出
荷
が
１
週
間
ほ
ど

早
ま
っ
て
お
り
、
県
内
各
地
で
一
斉
に
出
荷

盛
期
を
迎
え
価
格
の
下
落
が
予
想
さ
れ
る
。

価
格
確
保
の
た
め
出
荷
計
画
に
基
づ
い
た
安

定
的
な
出
荷
に
努
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

南陽地区サクランボ出荷目揃え会
計画に沿った安定的な出荷を

田
ん
ぼ
で
草
取
り
を

体
験
す
る
参
加
者

最
優
秀
賞
を
選
ぶ

関
係
者

説明を受ける部会員ら

現物を確認する部会員ら

6JA山形おきたま

おきたまの話題・出来事に
スポットを当て
いち早くお伝えします。

８月の運勢

双子座
5/21〜6/21

【全体運】思い立ったが吉日、フットワークの良さが光ります。チャ
レンジ精神を発揮して新しいことを始めるのも◎
【健康運】慌ててけがなどしないよう安全確認を
【幸運の食べ物】キュウリ



　

Ｊ
Ａ
南
陽
お
か
ひ
じ
き
部
会

は
６
月
25
日
、
山
形
市
の
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
２
店
舗
で
お
か
ひ

じ
き
の
消
費
宣
伝
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

お
か
ひ
じ
き
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
、
か
ら
し
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

和
え
と
数
種
類
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
和
え
を
用
意
し
、
来
店
者
へ

試
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

試
食
し
た
方
か
ら
は
「
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
で
と
て
も
お
い
し

い
」「
ど
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と

も
合
う
」
な
ど
大
変
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

山形市のスーパーで試食販売
おかひじき消費宣伝

　

当
Ｊ
Ａ
が
構
成
組
織
に
な
っ
て
い

る
「
お
き
た
ま
食
の
モ
デ
ル
地
域
実
行

協
議
会
」
は
６
月
22
日
と
23
日
の
２
日

間
、
宮
城
県
の
道
の
駅
村
田
で
開
か
れ

た
「
た
か
は
た
マ
ル
シ
ェ
」
に
置
賜
農

業
振
興
協
議
会
と
連
携
し
て
ブ
ー
ス
出

展
し
、
お
き
た
ま
産
農
産
物
と
特
産
品

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

農
産
物
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
山
形
お

き
た
ま
が
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
デ

ラ
ウ
ェ
ア
を
は
じ
め
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

お
き
た
ま
産
の
オ
カ
ヒ
ジ
キ
、
ト
マ
ト

な
ど
旬
の
果
物
と
野
菜
を
販
売
し
、
２

日
間
で
約
２
０
０
０
人
に
お
き
た
ま
の

食
材
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

たかはたマルシェ出展
道の駅村田でおきたまをＰＲ

　

Ｊ
Ａ
ぶ
ど
う
振
興
部
会
は
６
月
20
日
、

高
畠
町
の
Ｊ
Ａ
中
和
田
集
荷
所
で
令
和

６
年
度
「
山
形
お
き
た
ま
デ
ラ
ウ
ェ
ア

初
出
荷
出
発
式
」
を
開
き
、
出
発
式
に

は
、
振
興
部
会
役
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、

関
係
機
関
な
ど
約
30
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

高
畠
町
の
「
な
か
よ
し
こ
ど
も
園
」

の
園
児
に
よ
る
踊
り
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
た
後
、
お
き
た
ま
産
デ
ラ

ウ
ェ
ア
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
首
都
圏

の
市
場
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

振
興
部
会
の
遠
藤
真
二
部
会
長
は

「
今
年
も
甘
く
て
お
い
し
い
デ
ラ
ウ
ェ

ア
が
育
っ
た
。
厳
選
さ
れ
た
品
質
の
良

い
も
の
を
消
費
者
の
も
と
に
届
け
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

山形おきたまデラウェア初出荷出発式
日本一の産地から「デラウェア」初出荷

　

Ｊ
Ａ
は
米
沢
市
「
朝
ご
は
ん
食

堂
」
と
白
鷹
町
「
十
王
子
ど
も
食

堂
」
の
子
ど
も
食
堂
２
施
設
に
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
山
形
の
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

米
沢
地
区
大
竹
茂
総
括
理
事
と

白
鷹
地
区
丸
川
正
博
総
括
理
事
が

各
地
区
の
施
設
を
訪
れ
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
と
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。

子ども食堂へサクランボ提供
おきたま産のサクランボをどうぞ

おかひじきコーナーの様子

お
き
た
ま
の
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
職
員

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
関
係
者
ら

サクランボを手渡す白鷹地区丸川総括理事

トピックス7
【全体運】自分のペースを大切に。周りの言うことを気にし過ぎな
いようにしましょう。おいしいものを食べて運気アップ !

【健康運】足元に気を付けて。動く前に準備運動を
【幸運の食べ物】モロヘイヤ

８月の運勢

蟹座
6/22〜7/22



事
務
局

 

始
め
に
仕
事
の
概
況
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

安
達
さ
ん 

祖
父
母
と
私
の
３
人
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
主
に
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
行
っ

て
お
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と
大
粒
ブ
ド
ウ
を
合

わ
せ
て
70
㌃
程
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ブ
ド

ウ
に
比
べ
て
面
積
は
少
な
い
で
す
が
リ
ン
ゴ

と
米
も
作
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局

 

農
業
を
始
め
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

安
達
さ
ん 

専
門
学
校
で
柔
道
整
復
師
の
資

格
を
取
得
し
、
卒
業
後
は
東
京
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
就
職
し
て
２
年
が
経
つ
頃
に
祖

父
母
か
ら
農
業
を
辞
め
る
つ
も
り
で
あ
る
こ

と
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
祖
父
母
が
守
っ
て
き
た
農
地
や

整
備
し
た
施
設
を
手
離
す
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
両
親
は
共
働
き
で
農
業

に
携
わ
る
こ
と
は
難
し
い
と
分
か
っ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
な
ら
自
分
が
農
業
を
継
ご
う
と

思
い
、
山
形
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

事
務
局

 

仕
事
を
す
る
上
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

安
達
さ
ん 
就
農
し
て
丸
２
年
に
な
り
ま
す

が
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
今

は
祖
父
母
や
地
元
の
農
家
の
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
理
解
し
た
う
え
で
、

自
分
な
り
に
よ
り
良
い
方
法
を
考
え
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

事
務
局

 

青
年
部
に
加
入
し
た
き
っ
か
け

や
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

安
達
さ
ん 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
元
農
家
の
方
が
青
年
部
に
入
っ
て
い
て
、

私
も
誘
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
青
年
部
に
加

入
し
２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
農
業
を
覚
え

る
こ
と
で
精
一
杯
で
ま
だ
参
加
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
本
格
的
に
青
年
部
活
動
に
参

加
し
て
、
盟
友
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

 

今
後
、
目
指
し
て
い
く
目
標
は

あ
り
ま
す
か
。

安
達
さ
ん 

ま
ず
は
１
人
前
の
ブ
ド
ウ
農
家

に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
祖
父
母
や
地
元

の
農
家
の
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
実
践
し

て
、
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。
今
年
は
新
規
就
農
者
支

援
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
20
㌃
の
ブ
ド

ウ
ハ
ウ
ス
を
新
設
す
る
予
定
で
す
。
収
穫
で

き
る
ま
で
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
規

模
を
拡
大
す
る
に
あ
た
り
作
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
重
要
に
な
る
の
で
、
自
分

な
り
に
工
夫
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

 

趣
味
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

安
達
さ
ん 

趣
味
は
ゲ
ー
ム
や
マ
ン
ガ
集
め

な
ど
、
男
が
好
き
な
も
の
は
大
体
好
き
で
す
。

ゲ
ー
ム
は
妻
に
怒
ら
れ
そ
う
な
の
で
ほ
ど
ほ

ど
に
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

　

私
と
妻
の
共
通
の
趣
味
が
サ
ッ
カ
ー
観
戦

な
の
で
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
試

合
を
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
観
に
行
っ
た
り
も
し
て

い
ま
す
。

事
務
局

 

最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
へ
「
ひ

と
言
」
お
願
い
し
ま
す
。

安
達
さ
ん　

同
世
代
の
農
家
が
少
な
い
の
で
、

仲
間
が
増
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
全
国
有
数

の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
産
地
の
生
産
者
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と
い
う
品
種
を
作
り

続
け
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
聞
き
手
】
高
畠
地
区
青
年
部
事
務
局

佐
藤　
　
駿

高畠地区青年部

さん
（25歳）

安
あ

達
だち

瑞
みず

樹
き

8JA山形おきたま

若
手
農
業
青
年
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

８月の運勢

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】星の加護に恵まれ勢いがあります。正面突破でもいけま
すが協力者を募るのも◎。いろいろ試してみましょう
【健康運】体操教室など皆で一緒にする運動がお勧め
【幸運の食べ物】梨



営 農 お 役 だ ち 情 報
斑点米カメムシ類の対策は、「広域で！一斉に！」防除を行うことが重要！

●カメムシ類の防除対策
①カメムシ類はイネ科植物等の雑草で繁殖しま
す。出穂２週間前（７月20日頃）までに、畦
畔および農道等の草刈りを地域をあげて一斉
に実施し、カメムシの繁殖源を無くしましょ
う。
②薬剤による基本防除時期は、穂揃期およびそ
の７～10日後の２回となります。
③出穂期以降に草刈りを行う場合は、水田防除
計画に合わせて実施しましょう。
④�薬剤は、収穫前使用日数、使用回数を厳守し
てください。

作業が終わったら、生産履歴と
GAPチェックシートを記入しましょう。

イ
ネ
の
生
育

防
除
作
業

カ
メ
ム
シ
の
動
き

水
田
内
す
く
い
取
り
調
査

６月 ７月 ８月 ９月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

【アカスジカスミカメ成虫】

【アカヒゲホソミドリカスミカメ成虫】

斑点米カメムシ類の動きと防除対策

継続的な除草

一斉
草刈り

基本防除
①

基本防除
② 補完防除

この時期の除草は薬剤防除の直前に実施

出穂
２週間前

※�上図「カメムシの動き」
に留意して実施する 穂揃期 穂揃期の

７〜10日後

越冬世代

越冬世代

第１世代 第２世代 第３世代

７〜10日７〜10日

基本防除②の
７〜10日後

出穂期 穂揃期・乳熟期 糊熟期・黄熟期

斑点米をつくる時期雑草地で増殖

畦畔・農道等の
すくい取り調査

第１世代 第２世代 第３世代 第４世代

農作業中の熱中症に注意しましょう。
　日中の気温の高い時間帯を外して作業を行
い、水分補給と休息をしっかり取りましょう。

いもち病の早期発見・早期防除を�
� 徹底しましょう。
　近年、葉いもちの発生が多く確認されて
います。
　葉いもちは穂いもちの発生に直結します
ので、しっかりと圃場を観察し早期発見・
早期防除を徹底しましょう。

米 穀

9 青年部／営農情報
【全体運】�上昇運です。困難な状況を解消するために手を尽くしましょ
う。諦めない気持ちが好結果をもたらします

【健康運】足のつぼを刺激して血行を促進。リラックスできます
【幸運の食べ物】トウモロコシ

８月の運勢

乙女座
8/23〜9/22



８月の夏秋野菜栽培管理
　収穫の最盛期を迎える夏秋野菜では草勢の回復と維持
に努め、集中豪雨に備えるために明きょなどの排水対策
を徹底しましょう。秋野菜の播種と定植の時期でもあり、
計画的な作付けと適期作業に努めましょう。

【キュウリ】
・�敷きワラ下、マルチ内、通路などの土壌水分を維持す
るようにかん水を行いましょう。
・�不良果の摘果は、果実が小さいうちに行い、着果によ
る負担を軽減し草勢回復を図りましょう。
・�高温乾燥時の追肥は、葉面散布剤や液肥を施用しま
しょう。草勢低下時や着果数が増加した時は、液肥な
どを土壌かん注し草勢を維持しましょう。
・�病害虫防除は、べと病、うどんこ病、炭そ病、褐斑病、
ハダニ類、アザミウマ類、アブラムシ類に重点を置き
ましょう。

【トマト】
・�35℃以上の高温に遭遇すると開花結実が不良となる
ので、ハウスの側面およびつま面を開放してできるだ
け換気を図りましょう。
・�土壌乾燥や過湿など、水分の急変は尻腐れ果や裂果の
発生を招くので、うねおよび通路の土壌水分を適湿に
保つように少量多回数のかん水をしましょう。
・�高温時はマルハナバチの活動が鈍るので、ホルモン処
理に切り替えましょう。
・�病害虫防除は、葉かび病、アザミウマ類、オオタバコ
ガ、コナジラミ類に重点を置きましょう。

【ナス】
・�根の活動を低下させないよう、かん水や敷きワラを厚
く敷き、高地温と乾燥を防ぎましょう。
・�内側の混み合う側枝の整理や摘葉を行い、果実の着色
と着果、肥大を良くしましょう。
・�枝や花の状態を見て追肥が遅れないようにし、収穫盛
期には液肥の土壌かん注を行いましょう。
・�ヨトウムシ類、チャノホコリダニ、ハダニ類の発生に
注意し適期防除を行いましょう。

【アスパラガス】
・�収量を向上させるにはかん水の効果が高いので、特に
株元の部分が乾燥しないようにかん水を行いましょう。
・�通気性確保・作業性の向上のため（病害虫対策のため）、
50～60cm程度までの下枝除去を実施しましょう。
・�茎枯病、褐斑病、斑点病、アザミウマ類、ハダニ類、
ヨトウムシ類の発生に注意し適期防除を行いましょう。

【ネギ】
・�止め土は十分な葉鞘長になったら分岐部まで土を寄せ
軟白を作りましょう。軟白に要する期間は時期によっ
て異なるので、収穫予定時期と労力に合わせて必ず数
回に分けて行い、青ボケなどの品質低下を防ぎましょ
う。軟白に要する日数の目安は、９月下旬～10月中
旬で約20～30日、11月以降収穫で約40日以上が目安
です。
・�軟腐病・黒斑病は比較的高温多湿で発生が多いので、
殺菌剤の予防散布を行いましょう。
・�ネギハモグリバエ・アザミウマ類・ヨトウムシ類は初
発時に防除しましょう。

野 菜

　７月～８月は、来年に向けた花芽分
化の大切な時期となり、樹体に養分を

蓄えるために徒長枝管理や防除が主な作業となります。
また、りんご・西洋梨では果実肥大が最も盛んになる時
期で、後半は台風シーズンとなるため暴風ネットの設置
や支柱立てを早めに行いましょう。

【重点防除が必要な病害虫】
りんご　→　�斑点落葉病、褐斑病、シンクイムシ類、キ

ンモンホソガ、ハダニ類
ぶどう　→　べと病、褐斑病、さび病、ハダニ類
西洋梨　→　輪紋病、シンクイムシ類、ハダニ類
おうとう→　�褐色せん孔病、炭そ病、カイガラムシ類、

ハダニ類
　乾燥が続くとハダニ類の発生が多くなるため発生状況
を観察して適期に防除を行いましょう。
　農薬使用に際しては、使用基準を遵守するとともに飛
散防止に努めましょう。

【ぶどうの収穫管理】
　デラウェア収穫は、酸抜けが十分であるかを確認して
から行いましょう。
　また、品質重視の出荷を心掛け選果選別の徹底をお願
いします。

【りんご・西洋梨】
　小玉果を最終チェックして摘果することで玉揃いがよ
くなります。枝が混雑している箇所は、支柱立てをこま
めに行って日光の通りを良くしましょう。
　徒長枝が多く樹冠内が暗い場合は、幹部や果実が日焼
けしないように配慮しながら不要な徒長枝を切り、主枝
に直射日光が当たらないように30cm程度の間隔で弱い
徒長枝を残して日焼けを防止しましょう。
　西洋梨では胴枯病がみられる場合は、枯死枝はせん除
し焼却し､ 病原菌の密度を下げることが一番の対策とな
ります｡

果 樹

10JA山形おきたま
８月の運勢

天秤座
9/23〜10/23

【全体運】コミュニケーションが良好に。話し合いの機会をつくりま
しょう。良い方向に向かいます。共同作業にツキあり

【健康運】筋力アップのチャンス。スポーツもお勧め
【幸運の食べ物】バジル



おきたまクッキング
◆ 材料のマークについて
　 ＝大さじ　 ＝小さじ

①ボウルに豚肉、しょうゆ、カレー粉を入れ、よく混ぜ下
味をつけておく。

②モロヘイヤは硬い茎の部分を切り落とし、２ｃｍ幅に切る。
③大きめのボウルに①②と天ぷら粉を全体にふり入れ、箸
でざっくり混ぜる。白ごまと冷たい牛乳を加え、少し
粉が残る程度に箸で軽く混ぜる。

④鍋にこめ油を３ｃｍの高さまで入れ、180℃で熱し生地を
入れカラっとするまで揚げる。

⑤皿に盛り付け、レモンや塩を添える。

�作り方

①キュウリは縦半分に切り、斜めの薄切りにし、ししとうはヘ
タを切り落として、薄い小口切りにする。レタスは小さめの
一口大にちぎる。
②ボウルにⒶを混ぜ合わせ、レタス、キュウリを加え軽くしん
なりするまで手でもむように和える。
③②にししとうを加え、焼のりを小さくちぎりながらサッと混
ぜ合わせる。

�作り方

モロヘイヤは根に近い方が筋っぽく硬いので切り落としま
しょう。モロヘイヤのカルシウムと豚肉のたんぱく質で骨
強化！かき揚げ丼、かき揚げ蕎麦として食べてもおいしい
でしょう。

夏野菜で夏サラダ、自分好みに食材を変えてもおい
しくいただけると思います。

キュウリとレタス、ししとうのナムルサラダ

モロヘイヤと豚肉のカレーかき揚げ

モロヘイヤ����� 80g
豚肉������� 150g
しょうゆ����� ２
カレー粉����� １
天ぷら粉��� 2/3カップ

�材料（２人分）

�材料（約２人分）

キュウリ� 1/2本（50g）
ししとう�����６本
レタス����� 200g
焼のり（全形）���１枚

白ごま������ ２
牛乳（農協牛乳）�� ７
こめ油�������適量
塩���������適量
レモンのくし切り� 1/2個

モロヘイヤ旬

キュウリ旬

Ⓐ

ごま油������� ２
酢��������� １
塩�������� 1/3
粗びきこしょう����少々
にんにく（すりおろし）��少々
鶏がら粉末���� 1/3

　今月は乳和食を紹介します。乳和食とは、みそやしょうゆなどの伝統的調味料に牛乳を組み合
わせることで減塩効果やカルシウム不足解消につながると言われています。今回のレシピは牛乳
で溶いたミルク衣を食材にまとわせることで旨みがプラスされるだけでなく、牛乳のたんぱく質
が膜となって食材を包み、油の吸収を妨げカラッとヘルシーに仕上がります。

（一人当たりの塩分量　0.5ｇ）

（一人当たりの塩分量　0.9ｇ）

アドバイス

アドバイス

11 営農情報／クッキング
８月の運勢

蠍座
10/24〜11/22

【全体運】思うようにならないことが増えますが短気は禁物。時期
を待つことで状況は改善されていきます。読書で開運

【健康運】冷房などの寒暖差対策に羽織るものを持ち歩いて
【幸運の食べ物】ズッキーニ



 ハイオク    レギュラー

JAS葬祭センターにてご注文承ります！TEL.0238-46-3320

山形県東置賜郡川西町大字上小松978-1
TEL .（0238）37-9710

米沢北部給油所　TEL.（0238）37-4728  定休日  年中無休

小 松 給 油 所　TEL.（0238）42-3002  定休日  毎週日曜日

南陽中央給油所　TEL.（0238）47-4222  定休日  7月28日（日）

長井中央給油所　TEL.（0238）84-2120  定休日  7月21日（日）

白 鷹 給 油 所　TEL.（0238）85-2253  定休日  年中無休

混合油

OKITAMA CO.,LTD.

JA SERVICE

株式会社ジェイエイサービスおきたま

ガソリン

免税軽油除く
軽　油

おきたま産「つや姫」100％使用 是非ご賞味ください。 

純米吟醸  1,700円（税込）
贈答用化粧箱ご用意できます（化粧箱は別途有料となります）

1本 720㎖

JAオイル
全品

７.19      ▶▶▶▶2024 金 28 日

それぞれの
給油所で

キャンペーン
同時開催

店頭販売のみ・
他割引と併用可能

株式会社 ジェイエイサービスおきたま

10日間とっても
お得な今がチャンス!

詳しくは各給油所へ
お問い合わせください。

12JA山形おきたま
８月の運勢

射手座
11/23〜12/21

【全体運】ピンチはチャンス、追い込まれたら反撃のときです。今ま
でにやったことのない方法を選択するのもいいでしょう

【健康運】張り切り過ぎてしまうかも。休憩を入れて
【幸運の食べ物】ブドウ



ツルッとした喉越しで、夏によく食べま
す。

正解者に抽選でプレゼント
★米沢牛（２名）
★クオカード（10名）

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

タテのカギ
❶　文系より――系の教科の方が好きです
❸　医者いらずと呼ばれることもある植物
❻　数え年70歳の祝い
❼　精霊馬に使われる野菜の１つ
❽　肉詰めにするのも定番の夏野菜
�　コンビニエンス――、チェーン――
�　関西国際空港や中部国際空港は、――地に造られています
�　夏場によく食べられる麺
�　――座は蠍（さそり）座と山羊（やぎ）座の間にあります
�　パナマやスエズのものが有名
�　エビに見た目が似ているすしネタ

  ヨコのカギ
❶　トマトやスイカに含まれる赤い色素
❷　海で水上――を楽しんだ
❸　独特の香りから香魚とも書く川魚
❹　無駄遣いをすること
❺　セーラー服のものは大きめ
❼　孫悟空の乗り物です
❾　酒などを入れる四角い容器
�　ザーザー、しとしとと降ります
�　夏にはくズボン下
�　アップの反対語。イメージ――
�　パンダの遊具にも使われるゴム製品
�　小さな船を数えるときに使う言葉
�　MB=――バイト、GB=ギガバイト

★クオカード（10名）

７月号当選者

★米沢牛（２名）

７月号の正解は
A　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ
サルスベリ

でした 関　川　　　崇 様

中　村　のぶ子
金　田　春　子
小　林　美代子
関　　　健　一
手　塚　みつ子

様
様
様
様
様

川西町木　村　時　子 様

大　木　　　寛
皆　川　勝　子
黒　澤　悦　子
江　本　俊　明
井　上　勝　雄

様
様
様
様
様

米沢市

高畠町
高畠町
南陽市
川西町
長井市

長井市
白鷹町
白鷹町
飯豊町
飯豊町

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌や
JAに関するご意見・ご感想を必ずご記入
の上、〒999－0121 川西町上小松978－1 
ＪＡ山形おきたま総務課宛にお送りください。
� 締め切り�７月31日㈬必着

13 お知らせ／パズル
８月の運勢

山羊座
12/22〜1/19

【全体運】小さな不調を見逃さないように。早めの対処が好循環に
つながります。困ったときは経験者の意見を参考に

【健康運】消化の良い食べ物が味方です。発酵食品を多めに
【幸運の食べ物】トウガラシ

※当選者ならびに手紙・イラストなど掲載時の住所、氏名の紹介について、ご了承のうえご応募ください。
なお、応募ハガキの個人情報は、当ＪＡの事業運営に関すること以外の目的には使用しません。

ヒント

応募方法
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理
事
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報
告

第
１
回
理
事
会

開
催
日
／
６
月
14
日
㈮　

場
所
／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�
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組
合
長
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務
理
事
、
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務
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事

の
選
任
に
つ
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て
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３
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議
案　

�
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の
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に
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て
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４
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案　

�
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勤
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事
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任
に
つ
い
て
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案　

�

担
当
業
務
の
決
定
と
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用
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業
専
任

担
当
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
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合
長
に
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あ
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と
き
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代
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位
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第
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事
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退
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金
の
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給
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い
て

第
２
回
理
事
会

開
催
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／
６
月
28
日
㈮　
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／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
決
算
監
事
監
査
意
見
書

に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

組
合
員
に
対
す
る
貸
出
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
第
２
四
半
期
余
裕
金
運

用
方
針
・
計
画
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

営
業
店
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か
か
る
固

定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

米
沢
第
２
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
か
か
る
籾
摺
り
機
交
換
工
事

に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

協
同
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
中
期

経
営
計
画
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
か
ら
の
理
事
の
個
別
報

酬
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
に
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け
る
子
会
社
役
員

報
酬
に
つ
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て（
案
）

第
10
号
議
案　

出
資
金
減
口
の
承
認
に
つ
い
て

◎
監
事
会
の
報
告

第
１
回
監
事
会

開
催
日
／
６
月
14
日
㈮　

場
所
／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

代
表
監
事
並
び
に
常
勤
監
事
の
選
任

及
び
監
事
の
職
責
・
順
位
決
定
に
つ

い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
に
お
け
る
各
監
事
の
報

酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

退
任
監
事
へ
の
役
員
退
職
慰
労
金
の

支
給
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�
第
１
四
半
期
監
事
監
査
の
実
施
に
つ

い
て

第
２
回
監
事
会

開
催
日
／
６
月
28
日
㈮　

場
所
／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
経
営
管
理
資
料
」
の
う
ち
農
林
中

金
が
定
め
る
事
項（
事
業
年
度
末
を

基
準
日
と
す
る
事
項
）（
理
事
会
報

告
様
式
）に
か
か
る
監
事
意
見
書
に

つ
い
て

︿
役
員
会
だ
よ
り
〉　
左
記
の
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

  

８
月
の
無
料
税
務
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

無
料
で
承
っ
て
い
ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
で
す
の
で
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

8
月
21
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

本
店
（
川
西
）　

☎
46–

３
１
１
２

▼
相
談
税
理
士　

仁
科
孝
先
生

  

８
月
の
無
料
法
律
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
無
料
で
法
律
相
談
を
承
っ
て
い
ま

す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
各
支
店
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

8
月
28
日
㈬
午
後
３
時
～
午
後
５
時

　

本
店
（
川
西
）

▼
相
談
弁
護
士　

工
藤
剛
先
生

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
、
相
続
な
ど

今月の

白鷹愛菜館

ＪＡ山形おきたま白鷹愛菜館
【営業日】年中無休（年末年始を除く）
【営業時間】	１月〜３月／９時〜16時
	 ４月〜12月／９時〜17時
【住所】〒992-0832　白鷹町荒砥乙1027–2

　７月は夏野菜が旬を迎え
いろんな野菜や果物が売り
場に並びます。その中でも
特に薄皮丸茄子がたくさん
出荷されており、漬物はご
飯のお供に最高です。
　白鷹愛菜館では、夏はト
マトやキュウリ、秋は大根
や白菜、キャベツが多く売
場に並びます。年末には地
元の出荷者が作った自家製
の漬物セットを販売してお
り、贈答用として人気があ
ります。
　ぜひ白鷹愛菜館にお越し
ください。 　当ＪＡと㈱ジェイエイサービスおきたまは７月5

日㈮、７月から開幕のパリオリンピックに出場する
男子バレーボール日本代表に選出された髙橋健太郎
選手（川西町出身）へ激励金を贈呈しました。
　髙橋選手は「応援してくれる方々に良い報告がで
きるよう頑張ってきたい。」と意気込みを語りました。
男子バレーボール日本代表は、７月27日㈯にドイ
ツとの初戦を迎えます。
　髙橋選手と男子バレーボール日本代表の活躍を期
待しております。ガンバレ！！

白鷹愛菜館店舗担当の小関さん（右）
と佐藤さん（左）

祝！パリオリンピック出場！！
男子バレーボール日本代表

髙橋 健太郎 選手

〈訂正とお詫び〉
　みらくる７月号に掲載された「今月の
直売所」において、米沢愛菜館の営業時
間に誤りがございました。

　ここに訂正しお詫び申し上げます。
11月～５月　10：00～16：00
６月～10月　10：00～18：00

㈱ジェイエイサービスおきたまでは、髙橋選手の「応
援うちわ」を作成し、給油所・車輌センターをご利用
の方へ配布いたします。（合計3,000本限定）

おきたまの旬の農産物は
インスタグラムで紹介中
@ja_okitama

14JA山形おきたま

Ｊ Ａ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

８月の運勢

水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】対人運が活性化。たくさんの人に会うと良いひらめきを
得られます。レジャースポットでいいことがありそう

【健康運】体をどんどん動かして。いい汗がかけます
【幸運の食べ物】ピーマン



ＪＡ山形おきたま

２．２％

2024年５月１日

2024年５月１日

１.６％

2024年５月１日 ～ 2024年９月３０日

2024年９月３０日

① JA住宅ローンご利用中の方 0.20％

② 給与振込口座（申込者本人）ご指定の方 0.20％

③ JAネットバンクご契約（申込者本人）の方 0.20％

④ 年金振込（申込者本人）ご指定の方 0.20％

⑤ JA農畜産物販売額100万円超の方 0.30％

⑥ 他社マイカーローン（残クレ含む）借換の方 0.30％

米沢中央支 店 0238-３６-０２１４
たかはた支 店 0238-52-0057
南 陽 支 店 0238-4９-７７４４
川 西 支 店 0238-42-3125

0.6

あ や め 支 店 0238-８３-３５１３
＊白鷹地区・飯豊地区・小国地区に
お住まいの方は、あやめ支店へ
お問い合わせ下さい。

2024年5月1日

2024年5月1日

2024年9月30日

0.6

2.2％

米沢中央支店　36-0214
たかはた支店　52-0057

南 陽 支 店　49-7744
川 西 支 店　42-3125

あ や め 支 店　83-3513
＊ 白鷹地区・飯豊地区・小国地区にお住まいの

方は、あやめ支店へ　お問い合わせ下さい。

●詳しくはJA窓口へ

【実施期間】　　　2024年９月30日まで　　　好評受付中！

15 お知らせ
【全体運】神経質になりがち。緊張で体を硬くしてしまうと状況ま
で硬直させてしまいます。リラックスを心がけましょう

【健康運】けがに注意。刃物や危険物の取り扱いは慎重に
【幸運の食べ物】ミョウガ

８月の運勢

魚座
2/19〜3/20



令和 7年度�職員募集要項
 ◆高等学校新卒者
　令和７年度の高等学校新卒者（令和６年度卒業見込者）
の職員採用について、次により募集致します。

１．募集職種
ＪＡ事業全般（信用・共済・販売・営農指導・購
買・農機・福祉事業　他）

２．採用予定人員　正職員／5名
３．応募資格

⑴高等学校新卒者（令和６年度卒業見込者）
⑵平成元年４月2日以降に生まれた方
⑶通勤可能な方

４．採用試験
⑴第１次試験／ 能力検査・適性検査・集団討論・

面接試験（予定）
　　　　　試験日時／令和６年９月17日㈫
　　　　　　　　　　午前8時45分受付
　　　　　試験会場／ＪＡ山形おきたま本店
	 （東置賜郡川西町大字上小松978－１）
　　　⑵第２次試験

面接試験（日程等については、第１次試験合
格者本人および学校に連絡致します。）

５．応募期間

　　令和６年９月5日㈭～９月10日㈫
 応募書類必着
６．応募手続
　　　⑴提出書類
　　　　①	履歴書（学校指定様式。３ヶ月以内に撮影し

た写真を貼付して下さい。）
　　　　②	志望の動機（履歴書の志望動機欄に記入［履

歴書に志望動機欄がない場合は別紙に記入］）
　　　　③成績証明書
　　　　④	卒業見込証明書（成績証明書と同一証明の場

合は省略可）
　　　　⑤職務経歴書（職務経歴がある方）
　　　⑵提出先
　　　　〒999－0121
　　　　山形県東置賜郡川西町大字上小松978－１
　　　　山形おきたま農業協同組合　管理部総務課
　　　　℡	0238－46－3111
７．その他

⑴	提出書類については、選考および連絡に関して
のみ利用致します。なお、提出書類は返却致し
ませんのでご了承下さい。
⑵	その他不明な点については、管理部総務課へお
問い合わせ下さい。

 ◆大学・短大・専門校卒業者・高校既卒者 
　令和７年度の大学・短大・専門校卒業者（令和６年度
卒業見込者を含む）および、高校既卒者の職員採用につ
いて、次により募集致します。

１．募集職種
ＪＡ事業全般（信用・共済・販売・営農指導・購
買・農機・福祉事業　他）

２．採用予定人員　正職員／8名
３．応募資格

⑴①	大学・短大・専門校卒業者（令和６年度卒業
見込者を含む）　②高校既卒者

⑵平成元年４月2日以降に生まれた方
⑶通勤可能な方

４．採用試験
　　　⑴第１次試験／ ［オンライン試験］能力検査・適性

検査
　　　　　受験期間／	令和６年8月１日㈭　　　　　　

　　　　〜令和６年8月12日㈪
　　　　　試験会場／テストセンター等

※受験方法等については応募者に別途連絡致し
ます。

　　　⑵第２・３次試験／集団討論・面接試験
※日程等については、第１次試験合格者へ連絡
致します。

５．応募締切

　　　令和６年7月31日㈬　応募書類必着
６．応募手続
　　　⑴提出書類

①履歴書（指定様式（当組合ホームページ［採
用］ページに掲載）。３ヶ月以内に撮影した
写真を貼付。）
②成績証明書（最終学歴（在学中含む）分のみ）
③卒業証明書または卒業見込証明書（成績証明
書と同一証明の場合は省略可）
④職務経歴書（職務経歴がある方）

　　　⑵提出先
　　　　〒999－0121
　　　　山形県東置賜郡川西町大字上小松978－1
　　　　山形おきたま農業協同組合　管理部総務課
　　　　℡	0238－46－3111
７．その他

⑴提出書類については、選考および連絡に関して
のみ利用致します。なお、提出書類は返却致し
ませんのでご了承下さい。
⑵現住所以外の住所に受験案内等の送付を希望さ
れる方は、履歴書備考欄にその旨を記載して下
さい。
⑶当組合職員採用試験の同一年度内複数回受験は
ご遠慮願います。
⑷その他不明な点については、管理部総務課へお
問い合わせ下さい。
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